
事業実績報告書 独立行政法人・福祉医療機構 
地方在住障害者の研修と在宅就業拠点の充実事業 

事業の実施状況 

３地域でのＩＴ講習会 
  大洲市・四国中央市・西条市で２４日間 ５シリーズで２４回開催。 
 
在宅就業のセンター機能の充実 
  在宅事業促進 受注予定作業の講習会 
    在宅ＣＡＤデータ修正講習会 ２シリーズ ７日間 
    在宅遺物トレース講習会   ２シリーズ ６日間 
  センターの充実 
    Ｌｉｎｕｘサーバー講習会  １シリーズ ５日間 
    Ｌｉｎｕｘ学習会      １シリーズ ５日間 
 
備品の購入 
  小型パソコン ４台購入 自前のものと併用し講習会に使用 
  液晶ディスプレ４台講習 
 
参考図書の購入 
消耗品の購入 

事業の成果 

当初目標１．愛媛県内の３箇所に学習拠点を設置しワーカーを養成する。 
 大洲市／受講者が就業のネットを作り年賀状・ホームページなど作成の事業を始めた。 
 四国中央市／「Art展」を開催、来期は市?の支援を受けたピアサポート事業に参加する。 
 西条市／受講者が就労と講習継続のためのグループ造りを目指している。就労への一歩が始まっている。 
 
 当初の計画では松山市＋２市であったが、松山市はＮＰＯサポートセンターを通じた就労支援でホームページ作
成ワーカー育成事業を始めた為、当初予定しいたホームページ作成講習会は外し、代わりに西条市を追加して、
松山市＋３市とした。 
 
 松山市での講習は受注見込みのあるＣＡＤと遺物トレースの講習を行った。ＣＡＤデータ修正ワーカー４名を育成
し、現在在宅での就業をしている。遺物トレースについては技術的に難しくワーカーの育成のみで実務にまでは至
っていない。共に継続して育成を続ける。 
  
当初目標２．ＩＴを使い障害者が助け合って就業できるセンターの充実を図る。 
 '０５年に障害者在宅就業グループ「マニファクチャＢＵ」を設立し、昨年度４００万円程度の受注量になった、今年
度はＣＡＤやその他の事業が拡大し５００万以上になる見込み、ワーカーも増加した。 
 在宅就業に必要なサーバー管理の人材育成を行った。 
 受注から製作・納品・分配などの一貫したシステムの構築を目指している。現在、受注先やワーカーの増加が見
込まれ不安定なため完成された姿には届いていない。 
 
当初目標３．厚労省「障害者在宅就業支援団体」への申請を目指す。 
 私共が目指す障がい者在宅就業は、支援者もワーカーも共に雇用して働く姿であるため目標から外した。 
 
 
 昨年より、障がい者の就業への試みが色々とされています。今年度助成を頂き愛媛県下数カ所で開催しました
講習会は、それぞれの所でなにがしかの新しい歩みが始まり他の地域の注目を得ています。有り難うございまし
た。 
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